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毛利氏時代の氷上山興隆寺修二月会
し ゅ に が つ え

 
～巻子表装に使われた「興隆寺文書」～ 

専門研究員 田村杏士郎 

はじめに 

➢ 氷上山興隆寺とは 

➢ 「興隆寺文書」について 

➢ 表装からみつかった「興隆寺文書」 

 

１ 大内氏時代の二月会 

 1-1 二月会はいつから始まった？ 

 1-2 二月会の開催準備 

 1-3 役の決定 

 1-4 脇頭・三頭の予定表 

➢ 「一九年一巡の原則」（森 1998） 

 1-5 役に課される 

 1-6 頭役の負担と優遇 

 1-7 二月会で行われていたこと 

 1-8 二月会により願ったこと 

 

２ 毛利氏時代の二月会 

 2-1 継続される二月会 

 2-2 差文にみる二月会の変化 

  

３ 巻子表装に使われた「興隆寺文書」にみる二月会 

 3-1 〇と● 

 3-2 「修二月会射手」 

 3-3 いつの資料か？ 

 3-4 毛利氏時代の二月会「歩射
ぶ し ゃ

」 

 3-5 巻子表装に使われた「興隆寺文書」 

 

おわりに 
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